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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

当社は、2019 年 10 月 10 日に公表いたしました 2020 年２月期通期の業績予想を下記のとおり修正いたしまし

たのでお知らせいたします。 

 

記 

１．業績予想の修正について 

2020 年２月期通期連結業績予想数値の修正（2019 年３月１日～2020 年２月 29 日）                                     

 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親 会 社 株 主 に 

帰 属 す る 

当 期 純 利 益 

１株当たり  

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 19,100 125 5 5 1.60 

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 18,500 10 △120 △120 △38.46 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △600 △115 △125 △125  

増 減 率（％） △3.1 △92.0 ― ―  

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績      

（ 2 0 1 9 年 ２ 月 期 ） 19,384 △34 △157 △145 △46.48 

                                                   

2．修正の理由 

当事業年度の第 3四半期までの売上高については、昨年 10 月の消費税率引き上げに伴い増税前には相応の駆け込

み需要が発生しましたが、増税後には消費マインドの低下により高額品を中心に売上が低迷していることに加え、10

月に発生した台風 19 号の影響により休業を余儀なくされたこともあり、計画を下回っております。直近の状況につ

いても、気温の高止まりにより重衣料を中心に衣料品の売上が低調に推移するほか、消費増税後の個人消費の回復が

遅れる見通しであることから、通期の売上高は計画を下回る見込みです。 

経費については年度初より取り組んでいる経費削減の諸施策が計画に沿って進捗しており効果が実現しております

が、売上高減少による売上総利益の減少分を補うに至らず、売上高、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当

期純利益ともに、それぞれ前回予想を下回る見込みです。 

 

※上記業績予想は、現時点において入手可能な情報にもとづき作成したものであり、実際の業績等は、今後様々な 

要因によって異なる結果となる可能性があります。 

以 上 


